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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、エチオピアの牧畜民社会における市場経済の浸透により、牧畜民コ
ミュニティーの伝統的な互助規範がどのように変容するのかを探った。まず調査地域の牧畜民世帯に滞在する文
化人類学調査および予備調査を行い、研究の骨格を決めた。次に、牧畜民の規範意識を推定するためのサーベイ
調査および行動経済学実験によって牧畜民の生計、行動、規範に関するデータを収集し、計量経済分析を行っ
た。それにより、市場経済、人口増加、環境悪化の影響で牧畜社会の互助規範にしたがう人が減少していること
が明らかになった。牧畜社会の伝統的な互助規範を強化するリスク緩和策の導入が求められる。

研究成果の概要（英文）：This study explores how the expansion of the market economy to pastoralist 
areas in Ethiopia alters traditional norms of reciprocity in pastoralist communities. First, we 
conducted an anthropological survey of pastoralists by staying at pastoralists’ houses and a 
preliminary study for economic survey in the target area and decided the framework of the study. 
Then, we conducted behavioral economics experiments and large-scale surveys to collect data on the 
livelihoods, behaviors, and norms of pastoralists to obtain qualitative evidence of the norms and 
social preferences of pastoralists. Using these data, econometric analyses were conducted. The 
results revealed that local people become less following the traditional reciprocity norms due to 
the development of a market economy, population growth, and environmental degradation. It implies a 
need to introduce risk-mitigating measures that reinforce traditional norms of reciprocity of 
pastoralist communities.

研究分野：開発経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
エチオピアでは、都市部で急速な経済発展が起こっているが、それが都市から遠く離れた地域の人々の伝統的な
互助規範へどのような影響があるかほとんど知られていなかった。伝統的な互助は生計の安定のために重要な役
割を果たしている。本研究は、市場経済の規範が遊牧民社会に浸透し、伝統的な食料シェアリングや互助の規範
が弱まりつつあることを示した。その背景には干ばつの頻発化があり、家畜が減少することによって、食料シェ
アリングが減少し、生計リスクがさらに脆弱になる可能性が高い。これまで現地で国際援助機関が行ってきた食
料や現金の給与の方策が逆効果であることを見いだし、援助政策の見直しが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
サブサハラアフリカの牧畜地域では、自給自足をベースとしてきた伝統社会に市場経済という
新たな考え方が浸透してきたため、モノやサービスのシェアと相互援助という伝統的な規範が
薄れつつあると考えられる。さらに、気候変動の影響で、深刻な干ばつが頻発するようになっ
た。伝統的な牧畜社会においては、家畜の乳や屠畜した家畜肉はコミュニティーの中でシェア
するのが当然であった。家畜が多い豊かな牧畜民が、家畜が少ない貧しい牧畜民に無償であげ
るということで、貧しい人々が絶対的な貧困に陥るのを防いでいた。しかし、外的な環境変化
により、他人に食料をシェアリングするよりも、自らの世帯の消費や販売を優先する圧力が増
大する可能性がある。従来の従来の互助を重視する社会規範が薄れ、コミュニティー内のセー
フティーネット機能が低下する可能性がある。そうなれば、貧しい牧畜民は絶対的な貧困から
抜け出せなくなるという「貧困の罠」に陥るおそれがある。市場経済化が、こうした脆弱な環
境にある人々の互助規範にどのような影響を与えているか十分に知られていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の主な目的は、従来、市場経済から離れた生活が営まれてきたエチオピアの牧畜地域に
おいて市場経済化が牧畜民社会や牧畜民個人の規範に及ぼす影響を定量的に実証することであ
る。特に、市場経済化の進展や環境変化により牧畜地域の互助の社会規範や利他性のモラルが
どのように変化したかを明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
文化人類学の調査チームは、エチオピアアファール州中部Dubti郡の牧畜民６世帯に滞在して、
牧畜民の家畜頭数、季節移動、食料消費、価値観の変化に関する調査を行った。経済学の調査
チームは、アファール州およびオロミア州の広域的な牧畜民サーベイによって、地域ごとの牧
畜民の市場アクセス、慣習、社会規範、互助の現状と経緯を調べた。詳細な予備調査により、
調査の枠組みを構築し、エチオピアの2州4郡計9村でランダムサンプリングによって選ばれた
792世帯で聞き取りおよび経済実験を行った。調査データを用いて、計量経済分析モデルによ
り、規範と社会経済、自然環境との関連性について分析を行った。詳細な定性的調査の結果と
定量的な広域調査結果を合わせて実態の把握と今後の方向性について考察した。 
 
４．研究成果 
（1）文化人類学調査 
アファール牧畜民は、市場経済の影響により、食料摂取は、乳中心の食事からコムギパン中心の
食事へと変貌し、その結果、栄養摂取不足に陥っていることが分かった。また、気候変動の影響
とみられる連続的な干ばつにより牧畜民の家畜頭数は近年急激に減少している。最近 20 年間に
おいて、年間降水量が平均降水量よりも少ない年が多発し、降水の分散が減少する傾向にある。
それにともない、河川などの水源を求め、牧畜民の移動が長距離化する傾向にあり、それが牧畜
民の世帯の多くが定住化する一因となった。家畜分与という資源共有の機会が少なくなったた



め、人々の互助関係は脆弱になっていることが明らかになった（図 1）。 
 

 
    図１ 気候変動および市場経済がアファール牧畜民の生計に及ぼす影響 

（出典：Hirata & Oniki, 2022, Journal of Arid Land Studies 32,p.10） 

 
（2）経済学調査 
経済調査では、都市からの世帯までの距離や市場に行く頻度が市場経済の影響に関係すると仮
定し、そうした市場へのアクセスの効果を推定したところ、牧畜民の互助規範に多面的な影響
があることが分かった。世帯間の食料シェアリングについては、都市から20km未満の地域で
は20km以上離れた地域よりも多くの世帯で牛乳のシェアリング減少している（図2）。牛乳の
シェアリングが減少したのは世帯間の関係の
希薄化にもよるが、家畜頭数がシェアリング
とプラスの相関があることから、家畜頭数の
減少によってシェアリングが減少したと考え
られる。 
 人々の利他性を測る独裁者ゲーム実験の結
果、地域、宗教、家畜保有数、世帯特性等をコ
ントロールした場合に、市場アクセスが良いほ
ど他人への金銭のシェアリングは少なくなる
ことが明らかになった。これは市場の影響が利
他性にマイナスに働くことを示している。農業
を行う牧畜民はシェアする金額が比較的高い。
農作業、灌漑、出荷などの共同作業を通じて利他性が高くなった可能性がある。 
 エチオピアの牧畜民は自然災害リスクに対処するため資源の平等な配分を行うという社会規
範がある。一方、市場経済の元では、個人の能力や努力による生産性によって得られる収入が決
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図２ 過去２０年間で牛乳のシェアリングが減少し
た世帯の割合 
（出典：本研究のエチオピア牧畜民調査結果） 



まるという前提がある。平等主義か成果主義かのいずれを選択するか調べるモラルジレンマ問
題の調査を行ったところ、市場アクセスが悪い人（遠隔地に住む人、市場へいく頻度が低い人）
のほうが配分の平等性を求める傾向がある。市場の影響で、牧畜民の考え方が伝統的な平等主義
から市場志向型の成果主義へ社会規範が変わることが示唆された。 
人々の互助にはさまざまな考え方がある。特に、貧困者など最も困窮した人をまず援助すべき
など動機や意思を重視する義務論的な考え方か、援助の動機や意思よりもその結果が重要と考
える帰結主義的な考え方は大きな対立軸である。モラルジレンマの実験を行ったところ、大多数
が帰結主義的判断をするが、市場アクセスが悪いほど帰結主義的であることが分かった。市場経
済や都市化が義務論的判断に正の影響を与えることが示唆された。 
 また、コミュニティーの公共財供給に対する労働の意欲は金銭的なインセンティブを与える
とかえって減少するというモティベーション・クラウディング・アウトの現象が起こることが分
かった。最初に 87％の回答者が無償でコミュニティーの作業に参加するとしていたが、わずか
な金銭が与えられる場合になると参加者は 62％へ減少した。多くの人がわずかな金銭を放棄す
るかわりにコミュニティーの仕事をしないことを選択した。この減少幅は都市近くで有意に大
きい。こうしたことは都市の影響により、クラウディング・アウトが助長されることを示してい
る。 
 
（3）まとめ 
本研究では、牧畜民世帯への住み込みによる定性的な人類学調査および広域的調査による調査
データを用いた計量経済分析を行い、エチオピア遊牧民の規範と社会経済、自然環境との関連
性について実証的な分析を行った。市場経済化の進展や環境変化により牧畜民社会や牧畜民の
互助の社会規範が減退する可能性が示された。エチオピアの牧畜地域における伝統的な社会
は、強い平等主義的かつ帰結主義的規範に基づく互助性があるが、市場経済的な規範の影響を
受けて能力に応じた個人主義的な規範に変わりつつある。互助性が低下することは、大きな自
然災害リスクに直面する牧畜民の生計上のリスクが増大することを示唆する。モティベーショ
ン・クラウディング・アウトが認められるため、金銭的インセンティブの供与など従来の介入
はコミュニティーの互助を弱めるおそれがある。伝統的な互助規範の基盤を用いたリスク緩和
策を導入することにより、従来の社会規範を維持しながら市場経済化を進めることができると
考えられる。 
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